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議長就任あいさつ議長就任あいさつ
　町民の皆様には、明和町議会に対し深いご理解とご協力をいただき、心から感謝申し上げます。
　令和４年12月２日の第４回明和町議会臨時会において、議長に就任させていただくことになりました
奥山幸洋でございます。身に余る光栄であるとともに、責任の重さを痛感している所でございます。
　この度、議長就任にあたり、３点ほど私の思いをお伝えさせていただきたいと思います。
　一つ目は、議会に対する使命であります。議会の存在とは、町民の皆様の生活に直接関わる崇高な使命
と責任であると考えます。皆様にとって身近で信頼のもてる議会を目指していきたいと思っております。
　二つ目は、議会と町長の関係でございます。議会制民主主義において、二元代表制の一役を担う議会は
町長と対等の立場に立ち、緊張感をもって是々非々の関係で、より良い町政の実現を目指します。
　三つ目は、町民と議会の関係です。議会懇談会を通じて、広報公聴、町民の皆様のご意見や要望に謙虚
に耳を傾け、共に考え、町民参加型の議会を目指したいと思っております。
　今後も、町政の発展と福祉の向上、そして地域の振興とまちづくりのために全員一丸となって議会改革
に取り組む所存です。今後、より一層のご支援とご協力をお願い申し上げ議長就任のあいさつとさせてい
ただきます。

明和町議会　議　長  　奧山　幸洋

新議員の紹介 ―12月 2日の臨時会で新役職決まる―

宇田　雅行

奧山　幸洋
議　長

北岡　　泰

髙橋　浩司

中井　啓悟

松本　　忍
副議長

辻井　成人

綿民　和子

田邊　ひとみ

江　　京子
監査委員

山本　　章

下井　清史

新開　晶子

瀬田　　萌

※議長・副議長・監査
委員を除き議席順に
掲載しました。
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新役職が令和４年  第４回臨時会で決まる
議　　　長
　　　　　　　　　奧　山　幸　洋

副　議　長
　　　　　　　　　松　本　　　忍

監 査 委 員
　　　　　　　　　江　　　京　子
　

議会運営委員会
◎委  員  長　　北　岡　　　泰
○副委員長　　田　邊　ひとみ
　委　　員　　中　井　啓　悟
　委　　員　　辻　井　成　人
　委　　員　　綿　民　和　子
　委　　員　　下　井　清　史

常任委員会
◆総務産業常任委員会
◎委  員  長　　下　井　清　史
○副委員長　　髙　橋　浩　司
　委　　員　　宇　田　雅　行
　委　　員　　新　開　晶　子
　委　　員　　北　岡　　　泰
　委　　員　　辻　井　成　人
　委　　員　　奥　山　幸　洋

◆教育厚生常任委員会
◎委  員  長　　綿　民　和　子
○副委員長　　山　本　　　章
　委　　員　　中　井　啓　悟

　　　委　　員　　田　邊　ひとみ
　　　委　　員　　江　　　京　子
　　　委　　員　　瀬　田　　　萌
　　　委　　員　　松　本　　　忍

特別委員会
◆議会だより編集特別委員会
◎委  員  長　　田　邊　ひとみ
○副委員長　　宇　田　雅　行
　委　　員　　新　開　晶　子

　　　委　　員　　山　本　　　章
　　　委　　員　　瀬　田　　　萌
　　　委　　員　　髙　橋　浩　司
　　　委　　員　　綿　民　和　子
　　　委　　員　　下　井　清　史

組合議会議員
◆松阪地区広域衛生組合
　　　議　　員　　髙　橋　浩　司
　　　議　　員　　下　井　清　史

◆松阪地区広域消防組合
　　　議　　員　　北　岡　　　泰
　　　議　　員　　山　本　　　章

◆伊勢広域環境組合
　　　議　　員　　辻　井　成　人
　　　議　　員　　綿　民　和　子

◆宮川福祉施設組合
　　　議　　員　　新　開　晶　子
　　　議　　員　　瀬　田　　　萌

　※委員長・副委員長を除き議席順に掲載し
ました。
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主な内容  ●  デマンド型交通の進捗状況について
●生活環境課より、デマンド型交通「チョイソコ
めいひめ」の進捗状況について説明がありまし
た。現在は実証実験の期間でもあるため、今後
は実験の成果もふまえて条件の見直しや緩和を
してほしいとの要望がありました。

●教育課より、令和５年度から８年度までの４年
間を実施期間とした明和町教育大綱についての
報告があり、「※1コミュニティスクール」「小中
一貫教育」「郷土文化学習」を重点政策とするこ
とや、この大綱に基づいて各施策を行っていく
との説明がありました。これに関連して、コ
ミュニティスクールにおける学校運営協議会の
重責や人選、住民への説明等に十分配慮するこ
と、障がいの有無にかかわらず共に学ぶ機会が
与えられる教育をより推進していくことなどが
要望としてあげられました。

●こども課より、令和５年度放課後児童クラブ運
営業務委託事業者についての説明がありまし
た。業者選定方法に関しては、公募型プロポー
ザル方式にて新しい業者が決定しました。

●斎宮跡・文化観光課より、史跡斎宮跡保存活用
計画についての説明がありました。

　斎宮跡の基本計画は、策定後３回の見直しを
行っていますが、策定から42年が経過している
ため、令和６年度での文化庁認定を目指して、
今後策定委員会を設置し協議していくとの説明
がありました。

●先端技術等の活用や新たな起業・就労の機会の
拡大や地域・世代間交流などをめざす三重明和
インキュベーションセンターが、令和４年12月
14日に一部オープンすることになりました。

　委員からは、建物の構造上、雨の音対策や広く
たくさんの人に利用してもらえるための対策を
要望しました。

●デジタル田園都市国家構想事業について、今後
の取組内容で、地域共通で利用可能な前払いデ
ジタル通貨の実証実験が令和５年１月～３月に
実施されると説明を受けました。委員からは、
できるだけ町民の皆さんに周知するよう要望し
ました。

●明和工業団地の拡張計画の説明を受け、委員か
らは、交通の安全性などをよく検討して進めて
もらうよう、要望しました。

●明和町職員の定年引上げにつき、令和５年４月
から、２年に１歳ずつ段階的に引き上げ、令和
13年４月に65歳定年となる報告がありました。

●社会状況や情報技術などが大きく変化してきた
ことを考慮し、令和５年４月１日から、月２回
を基本とする日曜開庁の見直しについて説明を
受けました。

●令和４年度新型コロナウイルス感染症対策事業
で第５弾の計画事業において、施設園芸等燃油
価格高騰対策支援、畜産農家経営支援、運送事
業者等燃料価格高騰対策支援等をするとの報告
がありました。

●軽自動車税納付確認システム（軽Ｊ
ジ ェ ン ク ス

ＮＫＳ）で、
令和５年１月から継続検査窓口での納税証明書
の提示が原則不要になるとの報告を受けました。

主な内容  ●  三重明和インキュベーションセンターOPEN

総務産業常任委員会

教育厚生常任委員会 12／／14

12／／13

【用語解説】
※１　コミュニティスクールとは
　学校運営協議会を設置した学校。学校・地域・家庭
が協働して地域の子どもを育むことが目的。
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各議員の賛否

   　　     　議員名

  議案番号

宇
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綿
民
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下
井
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松
本
　  

忍

奥
山
　
幸
洋

議案第 65 号 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

賛否の分かれた議案のみの表示です。 

議長  奧山幸洋は採決に加わりません。ただし、可否同数の場合は議長採決。「○」は賛成、「×」は反対。

Ｑ

Ａ

令和４年
12月定例会

議 決 結 果 一 覧 表
議 案 番 号 　　件　　名 結　果

発議第　９号 明和町議会だより編集特別委員会設置に関する決議

請願第　３号 おたふくかぜワクチンの公費助成を求める請願 採　択

議案第５９号 三重県市町公平委員会を共同設置する地方公共団体の数の減少及び 
三重県市町公平委員会共同設置規約の変更に関する協議について 可　決

議案第６０号 三重県市町総合事務組合規約の変更に関する協議について 可　決

議案第６１号 明和町職員の定年の引上げ等に伴う関係条例の整備に関する条例の制定 可　決

議案第６２号 明和町職員の降給に関する条例の制定 可　決

議案第６３号 明和町男女共同参画推進条例の制定 可　決

議案第６４号 下水道事業の地方公営企業法適用に伴う関係条例の整理に関する条例の制定 可　決

議案第６５号 令和４年度明和町一般会計補正予算（第６号） 可　決

議案第６６号 令和４年度明和町斎宮跡保存事業特別会計補正予算（第３号） 可　決

議案第６７号 令和４年度明和町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 可　決

議案第６８号 令和４年度明和町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 可　決

議案第６９号 令和４年度明和町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 可　決

議案第７０号 令和４年度明和町介護保険特別会計補正予算（第２号） 可　決

議案第７１号 令和４年度明和町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 可　決

議案第７２号 令和４年度明和町水道事業会計補正予算（第２号） 可　決

　令和４年第４回定例会が、12月20日から23日までの会期で開かれ、提案され
た議案は原案のとおり可決しました。それぞれの結果は、下記の通りです。
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　　　　　   ①新小学校の予定通学路の設定に
向けた進捗は。②町内の道路・歩道・空き地な
ど雑草の繁茂による交通安全障害が発生して
いるが来年度以降の予算措置を含めた抜本的対
策は。③道路の陥没、ひび割れが目立っている
が、現在実施されている路面性状調査をどのよ
うに活かしていくのか。また予算確保を含めた
今後の見通しと予備軍対策は。

質  　問

今後の道路環境整備
を問う

新たな手法を含め、
効率的に管理を行う

･････････････････････････････････････

一 般 質 問

Ｑ

Ａ

一 般 質 問

Ｑ

Ａ
中井啓悟 議員

　　　　　   ①運営準備委員会を設置し、その
中の１つの部会である「通学・ＰＴＡ部会」（委
員構成は関係小学校及び就学前施設の保護者、
各小学校の教頭の計15名）において、協議・検
討を行っている。「大淀小学校区及び下御糸小学

答  　え

校区はスクールバス通学、上御糸小学校区は徒
歩通学」を基本とし、まずは徒歩通学ルートを
協議・検討中である。
②道路の除草対応は、直営作業と事業所委託に
て対応し、個人の土地については周知対応をし
ている。人員の増、事業所委託方式の変更など
色々な方法を検討し対応する。
③道路のひび割れ等の路面性状調査は、本年度
道路全体の約47％完了する見込みで、調査結果
によりひび割れ率40％を超えている箇所の修繕
検討を行い実施している。予算確保は、国の補
助を受けるには調査を実施してなければならな
い。調査結果を活用し予算確保に努める。今後
の道路舗装等の管理については、道路舗装損傷
報告、事業者選定、実施までをワンストップで
行う道路包括管理等の新たな管理手法の取り入
れを検討し、より効率的な道路管理を行う。

中井　啓悟　議員
北岡　泰　　議員
山本　章　　議員
田邊ひとみ　議員

12月議会の一般質問は、12月20日に行われました。

質問議員
６ページ

７ページ

７ページ

８ページ

●一般質問の模様は、令和５年２月10日･11日･12日
に、松阪ケーブルテレビ明和町行政チャンネルでご
覧いただけます。

●明和町ホームページの「明和町サイトへ」をクリッ
クしてください。次に右図の明和町ホームページ下
部「明和町議会」をクリックしていただくと、議会
だよりのバックナンバーがご覧いただけます。　　

●小林農産ふるさと会館・役場閲覧室などに備え付けの
議事録もご覧ください。

一 般 質 問

Ｑ

Ａ

………………………………………………

………………………………………………

………………………………………………

………………………………………………

ココ
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　　　　　   ①これまでの選挙投票率の推移を
分かる範囲で答えを求める。②前回比－8.82% 
という結果をどのように受け止め、考えている
か問う。③他の市町においても投票率を上げる
ため様々な手立てを打ち出している。これまで
の明和町のツールをもとに今回どの様な取り組
みを行ったかについて問う。また、今回のデー
タ及びこの先、蓄積され続けていくデータにつ
いて、今後どの様な取り組みをすべきだと考え
ているか問う。

　　　　　   ①出産・子育て応援給付金事業の
取り組みを確認する。②学校施設の安全で快適
なトイレ整備の取り組みを求める。③不登校特
例校の設置推進を求める。④発達性読み書き障
害への対応を求める。⑤学校でのてんかん発作
時の口腔用液投与の対応を求める。⑥高校３年
生（18歳年度末）までの医療費無償化を求め
る。　

質  　問

質  　問

明和町における
選挙投票率について

子どもの幸せと子育
ての安心が確保され
るまちづくりを推進

投票率低下の対策を
進めていきたい

効果的な支援を
早期に届けていく

･････････････････････････････････････

･････････････････････････････････････

一 般 質 問

Ｑ

Ａ

一 般 質 問

Ｑ

Ａ

一 般 質 問

Ｑ

Ａ

一 般 質 問

Ｑ

Ａ

山本　章 議員

北岡　泰 議員

　　　　　   ①町議会議員選挙の投票率は、昭
和の時代は90％台、平成２年、６年、10年は
80％台、平成14年、18年は70％台、平成22
年が64.99％、平成26年が63.33％、平成30年

答  　え

①地方創生臨時交付金を活用した LP ガス料金
の支援策②地域介護・福祉空間整備等施設整
備交付金の活用③グリーンライフ・ポイント
制度の導入

他の質問

が65.45％、令和4年が56.83％である。
②投票率の低下は大変残念であり、深く憂慮し
ている。投票傾向を分析すると、世代が若く
なるほど投票率が低くなっている。この結果か
ら、選挙人、特に若い世代にどのように働きか
ければ選挙に関心を持ち、投票に来ていただけ
るかが喫緊の課題である。
③広報めいわ、町のホームページ、公共施設へ
のポスター掲示、防災無線、行政チャンネル、
広報車での巡回、町公式 LINE 及び Twitter な
どを使って周知啓発を行った。また、二十歳
の集い実行委員会の皆様の出演による選挙啓
発動画を制作し、町の YouTube チャンネル
で配信した。今後の取り組みについては、各
種 SNS の中で最も利用率が高い LINE を重要
なツールととらえ、有効活用していく。また、
町ホームページのアクセス解析なども活用し、
データに基づいてターゲットを絞ったり、手法
を工夫して、効果的に情報発信ができるよう検
討を重ねながら進めていく。

の状況を踏まえながら必要度の高いものから順
次整備していく。③効果的な不登校対策のひと
つとして、町内への教育支援センター設置の必
要性を強く感じており、三重県に対して具体的
な提案をし、要望している。今後閉校となる小
学校や幼保施設の跡地も含めて適切な場所を検
討していく。④巡回相談員の指導等を受け、学
校・保護者が連携し支援方法を相談して進めて
いる。他の児童生徒にも配慮し、本人が居心地
のよい環境を整える。⑤現在町内にブコラム口
腔用液投与が必要な児童生徒はいないが、対象
となる児童生徒がいる場合は、緊急時に投与で
きるよう体制整備を図る。⑥医療費助成制度の
対象と現物給付の対象の拡大に向け、県補助金
の拡充や国保国庫負担金の減額調整措置の廃止
を、今後も引き続き、国・県に要望していきた
い。　　　　　   ①明和町では令和５年２月からの

事業開始を予定している。「伴走型相談支援」と
「出産・子育て応援ギフト」を組み合わせた形
で、全ての妊婦・子育て家庭に効果的な支援
を早期に対象者へ届けていく。②学校施設につ
いては、トイレも含めて校舎や体育館などの多
くの施設の整備が課題となっており、学校現場

答  　え
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　　　　　   ①７人に１人の子どもが貧困状態
と言われる社会で、子育て世代の負担軽減のた
めに学校給食無償化の実現を求める。　　　　
②子どもの遊び場所として、遊具のある公園や
野外施設の整備、屋内でも遊べる施設の整備を
求めると共に、町の整備計画の中での公園の位
置付けを問う。

質  　問

子どもたちの健やか
な成長を願う施策を

史跡公園整備等で
環境の充実を図る

･････････････････････････････････････

一 般 質 問

Ｑ

Ａ

一 般 質 問

Ｑ

Ａ
田邊ひとみ 議員

どもたちのため、子育てへの支援施策は必要と
考えるが、イコール給食無償化ということでは
ないと考える。しかしながら、現在の物価高騰
は、今後も継続することが考えられ、支援施策
の検討は必要と考える。本年度のような物価高
騰に対する財政措置が実施されるよう、国・県
への要望について検討していきたい。
②明和町の管理する公園面積は、三重県平均面
積より上回っているので、適正な維持管理、長
寿命化を図る。整備については、本町の歴史・
文化資源を活かした史跡公園整備を図る。県営
大仏山公園の健康づくりの拠点としての活用を
促進する。

　　　　　   ①給食費については、学校給食法
で保護者負担と謳われていること、食材費分の
みで安価であること、経済的に援助が必要な
家庭には就学援助等の支援制度があること、残
さず食べることを教える食育の観点もあること
から一定の負担をお願いしたい。未来を担う子

答  　え

Ｑ

Ａ

そ の 後 ど う な っ た ？

Ｑ

Ａ

そ の 後 ど う な っ た ？

シリーズ

第 回95

このページは、１年前の一般質問がその後
どうなったかを皆様にお知らせするものです。

令和３年　12月定例会より

Ｑ

Ａ

そ の 後 ど う な っ た ？

Ｑ

Ａ

そ の 後 ど う な っ た ？

一般質問の主な内容
　 に対する答弁の内容
現在の取り組み状況や結果などこうなっ

た

Ｑ

Ａ

そ の 後 ど う な っ た ？

Ｑ

Ａ

そ の 後 ど う な っ た ？

Ｑ

Ａ

そ の 後 ど う な っ た ？

幼保職員の離職が多い中「職員への
負担増」「職員配置の長期的な偏り」
「休憩や休日の未取得」等が発生し
ていないのか。　　（中井啓悟議員）

こうなっ
た

保育教諭及びフリー保育士配置によ
り、職員の負担等できるだけ偏りが
ないよう努めている。休暇について
は改善が必要である。　　

適正な職員配置を行い、保育年数等から偏
りがない配置を行った。職員の休暇取得の
ためにフリー保育士の配置や業務改善を
図った。
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Ｑ

Ａ

そ の 後 ど う な っ た ？

Ｑ

Ａ

そ の 後 ど う な っ た ？

Ｑ

Ａ

そ の 後 ど う な っ た ？

Ｑ

Ａ

そ の 後 ど う な っ た ？

Ｑ

Ａ

そ の 後 ど う な っ た ？

Ｑ

Ａ

そ の 後 ど う な っ た ？

Ｑ

Ａ

そ の 後 ど う な っ た ？

アナフィラキシー等の副反応の状
況、及び健康被害救済制度の申請件
数や地域医師会との協議体制はでき
ているか。　　　　　（北岡泰議員）

コロナ禍の米価暴落で農家の経営状
況は大変厳しい。状況把握、相談体
制はできているか。　（江京子議員）

小学校統合に伴うスクールバスの運
行について問う。　　（山内理議員）

こうなっ
た

こうなっ
た

こうなっ
た

こうなっ
た

副反応の報告は７件、健康被害救済
制度の申請は２件受けている。集
団・巡回接種における医師・看護師
の協力依頼を行った。

農家さんへの訪問等の機会には、経
営や農業の近況について、聞き取り
を行っている。

「明和町町立小学校等運営準備委員
会」の通学・ＰＴＡ部会で、議論・
検討していく。
最適なスクールバスの運行となるよ
う尽力したい。

健康被害救済制度の申請があった２件につ
いて予防接種健康被害検討委員会を開催し、
報告書を厚生労働省へ進達した。

８月に若手認定農業者の意見交換会を実施
し、米農家の厳しい現状を確認した。これ
を踏まえ、９月に米価下落の支援金事業を
実施した。

通学・ＰＴＡ部会を立ち上げ、「大淀小学
校区及び下御糸小学校区はスクールバス」
を基本とし、議論・検討中である。

生理用品については、衛生面での安心安全
と養護教諭が相談を受けられる環境確保の
ため、引き続き保健室での配布を行ってい
る。

Ｑ

Ａ

そ の 後 ど う な っ た ？

Ｑ

Ａ

そ の 後 ど う な っ た ？

子どもたちが安心して学校生活を送
れるよう学校のトイレに生理用品の
設置を求める。　（田邊ひとみ議員）

いたずらの可能性や設置スペースの
確保、衛生面での心配がある。養護
教諭の相談を受けることも可能な保
健室での配布を行う。
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■一般質問は８日・９日を予定しています。
（変更の場合あり）

詳細は、議会事務局までお問い合せください。

３月２日（木）午前９時から

明和町ホームページに

掲載の議会だよりの

画面につながります！
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と輝く人たち

編 集 委 員 よ り

よろしくお願いします

委員長：田邊  ひとみ　　副委員長：宇田  雅行
委　員：新開  晶子、山本  章、瀬田  萌、髙橋  浩司、綿民  和子、下井  清史

　年４回の発行により、議会の活動状況、
各委員会の諸報告、定例会の一般質問の
内容などをお知らせします。
（議会だより編集特別委員会委員一同）

　議会議員の改選により、議会だより編
集特別委員会委員も新たな体制での出発
です。委員それぞれの個性をいかしなが
ら、親しみやすく読みやすい広報誌とな
るよう力を合わせて編集作業を進めてま
いります。

 「明るく楽しく届けます」  「明るく楽しく届けます」 

　私たちＣｌａｉｒ♪（クレール）は音楽が

大好きな３人組です。Ｃｌａｉｒとはフラン

ス語で「明るい・楽しい」という意味です。

皆さんが明るく楽しい気持ちに、そして私た

ちもそのような気持ちで演奏できるように

と、このグループ名に決めました。結成後は

幼稚園・小学校・社会福祉施設や病院などで

演奏してきましたが、新型コロナの影響で２

年近く活動を控えることとなり本当に残念で

した。現在はいろいろな対策をしながら少し

ずつ活動を再開しています。年齢層や時代の

流行・季節などに応じた曲や皆さんが知って

いる曲などを考えながらの打ち合わせから始

まり、聴いてくださる皆さんの顔を想像しな

がらの練習時間はとても楽しいです。

　会合やイベントなどがありましたら、ぜひ

お声をかけてください。皆さんとお会いでき

るのを楽しみにしています！！

Ｃｌａｉｒ♪

ピアノとフルートの音色で癒やされてください♡


